
良好な人間関係を構築する
上で必要なコミュニケーシ
ョン能力を有し、人々に対
して思いやりをもって接す
ることができる。

理学療法士に求められる高
い倫理観と道徳観を備えて
いる。

理学療法を必要としている
人々を生活者の視点で全人
的に理解することができる。

理学療法に関する幅広い知
識・技術を有しており、各
専門職と連携しながら科学
的根拠に基づく理学療法を
実践することができる。

理学療法関連の諸科学の発
展や理学療法士に求められ
る役割や知識・技術の変化
に対応し、生涯にわたり学
び続けることができる。

臨床理学療法、スポーツ理
学療法、予防理学療法のい
ずれかの分野に関して、よ
り専門性の高い知識・技術
を有し、各分野の理学療法
に貢献することができる。

基礎教育分野及び専門教育
分野の講義科目で、医療倫
理及び理学療法倫理を学び
、臨床実習科目で倫理原則
の遵守を実践することで、
理学療法士に求められる高
い倫理観と道徳観を身につ
けられるようにする。

■基礎理学療法学

■基礎理学療法学演習Ⅰ・Ⅱ

■理学療法学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

　理学療法学研究法

　理学療法学研究実践法

科目例）

理学療法士に求められる役
割や知識・技術の変化に対
応するために、近年ニーズ
が高まっている臨床理学療
法、スポーツ理学療法、予
防理学療法に関する選択科
目を設ける。

　生命倫理学 　医学一般Ⅰ

　理学療法学概論
　リハビリテーション概論

　理学療法管理学
　理学療法学研究法
　理学療法学研究実践法


